
＝
申
し
込
み
先　
　

☎
＝
電
話
番
号　
　

  

＝
Ｅ
メ
ー
ル

＝
問
い
合
わ
せ
先　

＝
フ
ァ
ク
ス
番
号　

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

マ
ー
ク

の
説
明
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お
知
ら
せ

催　
　

し

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

子

育

て

健

康

し
み
ん
の
掲
示
板

政
策
室
☎

・

小
・
中
学
校
ア
ル
バ
イ
ト

介
助
員
の
登
録

　

市
立
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
介
助

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望
者
は
登
録
を

し
て
く
だ
さ
い
。
免
許
・
資
格
な
ど
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
が
、
看
護
師
資
格
を
有
す
る
人

の
採
用
を
優
先
し
ま
す
。

●
そ
の
他
＝
臨
時
講
師
登
録
後
す
ぐ
に
採
用

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
欠
員
が
生

じ
た
と
き
に
連
絡
し
ま
す
。
勤
務
内
容
・
条

件
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持
っ
て
教
育

政
策
室
☎

・

ア
ク
ロ
ス
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展　

出
品
者

●
展
示
期
間
＝
来
年

月

日
㈮
〜

日
㈫

午
前

時
〜
午
後

時　

●
内
容
＝
「
ふ
れ

あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
・
写
真
の
出

展　

●
作
品
搬
入
期
間
＝

月

日
㈮
〜

日
㈯　

●
定
員
＝
各
先
着
絵
画
：

人
、
写

真
：

人　

●
そ
の
他
＝
絵
画
は
原
則
と
し

て

号
以
内
。
申
し
込
み
用
紙
は
ア
ク
ロ
ス

か
近
隣
施
設
に
あ
る
チ
ラ
シ
裏
面
を
ご
覧
く

だ
さ
い

月

日
か
ら
申
し
込
み
用
紙
に
タ
イ

ト
ル
、
出
品
者
、
作
品
に
対
す
る
思
い
な
ど

必
要
事
項
を
書
い
て
ア
ク
ロ
ス
☎

・

除
く
）　

③
収
入
基
準
に
合
う
人
（
入
居
予

定
者
全
員
の
収
入
が
対
象
。
申
し
込
み
世
帯

の
法
令
に
よ
る
計
算
後
の
月
収
額
が

万

千
円
以
下
、
裁
量
世
帯
に
当
て
は
ま
る
人
は

万

千
円
以
下
）　

④
家
賃
を
支
払
う
こ

と
が
で
き
る
人　

⑤
保
証
人
が
あ
る
こ
と　

⑥
過
去
に
市
営
住
宅
に
居
住
し
て
い
た
人
は
、

不
正
な
使
用
（
無
断
退
去
・
滞
納
な
ど
）
が

な
い
こ
と　

●
申
し
込
用
紙
の
配
布
＝

月

日
〜

日
に
建
築
営
繕
課
（
用
紙
は

世

帯

部
）月

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
市
指

定
の
封
筒
で
郵
送
か
持
参
で
建
築
営
繕
課
☎

・
保
健
師
の
ア
ル
バ
イ
ト

●
勤
務
時
間
＝
平
日
の
午
前

時
〜
午
後

時

分
（
時
間
相
談
可
）　

●
勤
務
場
所
＝

保
健
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー　

●
内
容
＝
母
子

保
健
事
業
、
そ
の
他
の
保
健
師
業
務　

●
定

員
＝

人
子
ど
も
保
健
課
☎

・

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の

臨
時
講
師
の
登
録

　

市
立
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
教
員
が
出

産
や
病
気
な
ど
で
休
ん
だ
と
き
に
、
臨
時
講

師
と
し
て
園
・
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
希
望
者
は
講
師
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
＝
希
望
校
種
の
教
員
免
許
状
所
有
者　

●
そ
の
他
＝
講
師
登
録
後
す
ぐ
に
任
用
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
欠
員
が
生
じ
た

と
き
に
連
絡
し
ま
す

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持
っ
て
教
育

市
の
指
定
文
化
財
⑤

一い
っ

石せ
き

十じ
ゅ
う

三さ
ん

仏ぶ
つ

石せ
き

仏ぶ
つ

第 5話

　

阪
奈
道
路
の
「
竜
間
」
バ
ス
停
か

ら
北
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
称し
ょ
う

迎こ
う

寺
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
称
迎
寺
の
境
内
に

は
、
高
さ
140

㌢
、
幅
70

㌢
の
舟ふ
な

形が
た

光こ
う

背は
い

に
、
十
三
躯く

の
仏
像
が
彫
刻
さ
れ

た
花
こ
う
岩
の
石
仏
が
あ
り
ま
す
。

　

仏
像
は
す
べ
て
坐
像
で
、
三
列
を

四
段
に
重
ね
、
そ
の
上
に
一
躯く

を
の

せ
る
一
般
的
な
配
列
の
も
の
で
す
。

さ
ら
に
像
の
上
に
天て
ん

蓋が
い

を
頂
い
て
い

ま
す
。
仏
像
お
よ
び
天
蓋
は
、
厚
み

の
あ
る
半
肉
彫
と
さ
れ
る
も
の
で
、

小
振
り
な
が
ら
細
部
に
つ
い
て
も
丁

寧
な
彫
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
三
仏
に
対
す
る
信
仰
は
、
鎌
倉

時
代
の
こ
ろ
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
十

王
の
本ほ
ん

地ち

仏ぶ
つ

（
日
本
の
神
に
姿
を
変

え
て
現
れ
た
と
さ
れ
る
仏
）
に
、
室

町
時
代
中
期
の
こ
ろ
三
王
の
本

地
仏
が
加
わ
っ
て
成
立
し
た
も

の
で
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
死
者
の

成
仏
ま
で
の
供
養
仏
と
し
て
広

ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
十
三
仏
は
、
最
下
段
向

か
っ
て
右
か
ら
不
動
明
王
・
釈

迦
如
来
・
文も
ん

殊じ
ゅ

菩
薩
、
二
段
目

左
か
ら
普ふ

賢げ
ん

菩
薩
・
地
蔵
菩

薩
・
弥み

勒ろ
く

菩
薩
、
三
段
目
右
か

ら
薬
師
如
来
・
観
音
菩
薩
・
勢せ
い

至し

菩
薩
、
四
段
目
左
か
ら
阿
弥
陀
如

来
・
阿あ

閦し
ゅ
く

如
来
・
大
日
如
来
で
、
最

上
段
が
虚こ

空く

蔵ぞ
う

菩
薩
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

像
の
左
右
下
部
に
銘
が
刻
ま
れ
て

お
り
、
慶け
い

長ち
ょ
う

11

年
（
1

6

0

6

）
2

月
11

日
に
、
生
前
か
ら
死
後
の
た
め

に
供
養
を
す
る
「
逆ぎ
ゃ
く

修し
ゅ

」
を
目
的
と

し
た
講
に
属
し
た
45

人
に
よ
っ
て
建

立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
江
戸
時

代
初
期
の
庶

民
信
仰
を
伝

え
る
貴
重
な

石
仏
で
す
。

（
市
史
編
纂

委
員　

岡
村

喜
史
）

龍間所在

陸橋
阪奈
道路

バス停竜間

N一石十三仏石仏
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